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入 賞 作 品

【日本動物児童文学大賞】

「君がいるから，うまく読めるよ」 
 西村ひとえ（山口県）
〈受賞理由〉 読書サポート犬や引退後の盲導犬などのやや難し
いテーマを取り上げながらも，動物の人間社会への貢献や動
物福祉について考え，自ら成長する主人公の姿は感動を呼ぶ
ものがあり，「犬の幸せとは？」を考えるきっかけとなる良
作だった．一方，作品内で紹介された動物愛護センターでの
収容期間は，全国の動物愛護センターで実際に行われている
実状とは異なる点や，最後に発表した調べ物学習での主張が
主人公の設定年齢にしてはやや大人びているように感じた点
など，違和感を抱く部分もあった．しかし，人のために働く
犬の老後にスポットを当てた題材は希有で，文章の展開も軽
快な力作であり，本賞の大賞にふさわしい作品である．

〈あらすじ〉 音読が苦手なさとし君は，県立図書館で読書サ
ポート犬に出会った．読書サポート犬は，音読をそばで静か
に聞いてくれる犬だ．犬を飼いたくなったさとし君は，動物
愛護センターの譲渡会に犬を見に行くと，2週間の期限を区
切られて飼い主を待つ動物たちがいた．さとし君は，12歳
の元盲導犬のラッキーを飼うことに決める．さとし君の家に
やってきたラッキーは犬本来の楽しさを覚え，さとし君は
ラッキーのそばで音読の練習をし，うまく読めるようになっ
た．ラッキーを飼うことで，行き場のない動物たちの存在を
知ったさとし君は，動物たちを救うための方法を考え，班の
調べ学習で発表する．

【日本動物児童文学優秀賞】

「猫の乗客」 石田七海（神奈川県）
〈受賞理由〉 通学列車に乗り込んできた一匹の白猫と少女の物
語．導入が少しミステリー仕立てで引き込まれ，興味深く読
まされてしまう．動物愛護の観点からは，野鳥への餌やりや，
屋外へ自由に出入りができる環境での飼育，また，主人公と
再会した猫に対し，以前約束したからと言って自分の家に連
れて帰るという判断等，やや問題がある部分は散見された．
しかし，登場人物たちの動物に対する自然な優しさが随所で
表現されており，入院している人の心を動物がケアする描写
など，人に対する動物の重要性を唱える作品となっている．

〈あらすじ〉 中学生の咲子は，ある日電車に乗り込む一匹の猫
と出会う．猫は，毎日咲子と同じ駅から乗り，咲子と同じ駅
で降りていく．数日後，事情を知るおばさんと乗り合わせ，
猫が一人暮らしのおばあさんの飼い猫で，猫の今後が心配だ

ということ，そして毎日電車に乗り込む理由を聞く．咲子は
祖母に猫を引き取る承諾を貰い，猫に言い聞かせた．夏休み
になり，咲子が電車に乗ることはなくなった．そして夏休み
明け以降，猫が乗ってくることはなかった．咲子は，猫を探
しに行くが見つからず，行く先で出会ったおじいさんには飼
い猫でなくても生きていけるだろうと言われる．そして，あ
る台風一過の放課後，駅前で咲子を待っていたのは…．

「ツバメ飛ぶころ」 小粒すずめ（千葉県）
〈受賞理由〉 心に傷を持つ男性と，動物好きの少年のやり取り
が温かく描かれているさわやかな作品．少年は自然から新し
い世界の見方を知り，人間に不信感を持った男性は，人と動
物の関わりから，人と人との関係性を見つめなおす構成と
なっている．動物を通じた人間の成長と再生の物語．見た目
では判断できない人のやさしさも大事さも描かれており，優
秀賞にふさわしい．

〈あらすじ〉 村に住む小学 4年のコウタは，ある日道端でじっ
としている子ツバメをみつける．捕まえて，家で飼おうとし
たコウタだったが，謎の男，クマじぃに止められた．クマ
じぃはヒゲモジャで，人目を避けて暮らしていた．コウタに
とっても近寄りがたい人物だったが，クマじぃの動物に対す
る深い愛情を知り，動物好きのコウタはクマじぃに急速に惹
かれていく．ツバメ，犬，ハト，ヘビなど，どんな動物にも
やさしい目を向けるクマじぃだが，人目を避ける理由があっ
た．クマじぃがヒゲモジャなのは，顔半分にも及ぶ，大きな
アザを隠すためで，このアザのせいでクマじぃは辛い思いを
してきたのだった．だが，明るく活発で心から慕ってくるコ
ウタが，クマじぃの心に変化をもたらす．ツバメ飛ぶころ，
クマじぃはある決心をする．

【日本動物児童文学奨励賞】

「カラス deカルタ」 のだ ますお（東京都）
〈受賞理由〉 偏見の多いカラスを題材にした秀作．カラスに対
して恐怖を抱く少年が，夏休みの宿題を通してカラスにまつ
わる雑学をいろいろと学んでいくテンポの良いストーリー．
読者も楽しみながらカラスの生態が学ぶことができる．ただ，
結末がやや淡泊に終わった点は残念であり，もう少し動物愛
護精神の醸成につながるストーリー展開があると良かった．

「いっそ世界が猫だったら」 
 まきうち れいみ（東京都）
〈受賞理由〉 重度の障がいのある兄を疎ましく思っていた主人
公が，子猫を通して兄との関わりに対する葛藤が描かれた，

第 32回 日本動物児童文学賞には，139作品の応募があり，児童文学関係学識経験者による第 1次審査を経て，
動物福祉・愛護関係学識経験者や関係省庁関係者等からなる第 2次審査委員会を 8月 26日に開催し，下記の
とおり入賞作品として，大賞 1作品，優秀賞 2作品，奨励賞 5作品が選定された．なお，例年は受賞作品の表
彰を動物愛護週間中央行事の屋内行事にて行っていたが，本年は新型コロナウイルス感染症のまん延防止のた
め表彰式は行われず，作品紹介のみとされた．
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「マリィからの手紙」 岡田陽子（千葉県）
〈受賞理由〉 　小鳥が死んで悲しむ主人公が，偶然見つけた空き
地にいる子犬と遊ぶようになる．小学2年生の少女と友達の，
ひと夏の子犬との物語．全体を通して，生き物を大切に思う
作者の温かい目線が感じられるほのぼのとした作品．物語は
とても楽しく，子犬のマリィと主人公たちとの触れ合い，や
り取りに読者はワクワクして読み込める．ただ，主人公が小
学 2年生に設定されているが，使用されている漢字が難しす
ぎるので，対象年齢を意識した言葉選びをする必要がある．

なお，入賞作品のうち大賞，優秀賞作品を収載した
「第 32回 日本動物児童文学賞受賞作品集」をご希望の
方（1人 1冊に限る）は，住所，氏名，電話番号，上記
作品集希望と明記の上，切手 310円分（送料）を同封し，
下記送付先へお送りください．

〒 107-0062

東京都港区南青山 1-1-1　新青山ビル西館 23階
公益社団法人 日本獣医師会事務局
「第 32回 日本動物児童文学賞受賞作品集」担当
お問合せ：  TEL 03-3475-1601　FAX 03-3475-1604 

E-mail : douai＠ nichiju.or.jp

考えさせられる作品．動物との関わりだけでなく，動物を通
した人との関係について，主人公のポジティブな変化と迷い
の両面を表現している点が良かった．よい話ではあるが，動
物の愛護というよりも，障がいを持った兄に主軸がおかれて
おり，動物の存在感が薄くなってしまった点が残念．

「親友の犬は…」 ちゃーちゃん（岩手県）
〈受賞理由〉 　主人公と親友の男子はそれぞれ愛犬を飼っている
が，主人公はリアルな犬を，親友は AIの犬を買ってもらい，
それぞれの魅力を知る．AI犬の機能や活用性の高さがあら
わになる一方で，生身の動物の温かさや素晴らしさに気が付
く情景がうまく描かれている．今の時代にマッチした物語
で，完璧なものにはない動物の魅力や，動物と人との間の愛
情を思い起こさせる．文が長く読みにくい面もあるので，前
置きを短くし，本題に焦点を絞るとなお良い．

「老犬ドングリがのこしてくれたもの」 
 山下　厚（千葉県）
〈受賞理由〉 　隣家で飼われている老犬ドングリと主人公の出会
い，そしてドングリの死を通して人が交流する物語．物語の
前半はドングリとの物語だが，後半には隣家のお姉さんの経
営する牧場の話へと一転する．牧場の実情や牛の専門性が高
い学術的な内容が羅列されており，児童文学として対象年齢
の子どもたちからの理解を得ることは難しいのではないか．
特に，物語終盤は作者の主張が全面的に出てしまい，動物愛
護としての観点が薄れてしまったように感じた．会話を短く
し，説明調の文章を工夫すると良い．
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